
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

注】麟当する□にはし印を記入してください。特定事業者以外の事業者の方はし印の記入は不要です．

２「基t1K年度」とは叶画期間の前年度を、￣目械年度」とは計画期間の最終年度を、￣報告年度」とは計阿期間のうち、今回報告の対譲となる61:度をいいます。
３「事業所等排出区分」とは京都府内の悪業所等の事業活動のためのエネルギーの使用に伴い発生する温室効果ガスを、￣輸送駆両排出に分」とは｢I動｢l[迎送9;莱荷'二ついてはNLIUの本拠の位歴をjX乱IlW1とする
車両の排出する温室効果ガスを、鉄道事業者については保有する貨物車両又は旅客車両の排出する温室効果ガスを．Ｆその他排HlIZ分」とは｝記以外の願榔府内における』Ｉl瀧所等の事武活動に(,|:いﾌﾟﾋ'|Zする温嶺効果ガスをいいます．

４『原単位当たりの温室効果ガス排出迩等」の￣用途区分」’二は、○○工喝．壌騎所などの用途を記入してください。￣原単位の指標」’二は、分ｆの￣：儀化鵬黙換篇」のＦ１ﾆﾅﾉﾘﾘとなる指標Ｉｑｌｉ巌数IiL冠､､広面積．走行距離等）を記入してください。

５『その他の地球温暖化対策による温室効果ガスのlﾘﾘ減越等」のうち「森林の保全及び整備」の？Ｒ標年度（計1m）」欄には計両期間il]の、標の累計を、￣報f'7年度（実紬）」欄には喪紬(')梁A1を｡;d入して，たさい．

６「特記事項」には、平成２年度（１９９０年度）を基噸とした排出凧の対比や､省エネ製品l剛発など他者の温室効果ガス排出iii1減への薗献､グリーン鋼違の操W１．１『定プrしなどの鴛例指雄外(７'1Wl窺鋤蝶ガスの削減などを記入してください．

住所（法人にあっ
ては、主たる事務
所の所在地）

京都府綾部市城山町８番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

綾部エンプラ株式会社代表取締役工場長北村保

事業者の主たる

業種 工業用プラスチック製品ｶﾛｴ業

該当する事業者
要件 杉京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算してＬ500キロリットル以上））

ｒ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はパス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両150両以上）

「 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3.000トン以上））
計画期間 ~T~ｐ昶凸Ｕ刊-Ｗヨ～イーノコjQL0｡〒０日

基：本方針

エネルギー消費効率の改善により、３．５％の温室効果ガス削減を主とした、総合的な環境負荷低減活動を目指す。
‐へ

推進体制

工場長をトップに環境ＩＳＯ１４００１を推進し、省エネルギーおよび廃棄物削減計画および月例進捗管理を実施している。
環境マネジメントシステム名称 ISOl4001 

適用範囲 綾部エンプラ(株）
取得年月日 2002年１月１８日取得2008年１月18日更新

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

22年度

22年度

22年度

設備、対象、工程等

ｴｱﾊﾝﾄ`ﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ 

成形機・焼成炉

ﾄｯﾌﾞﾗﾝﾅｰ変圧器

磧直内容

外気冷房のさらなる効率向上を目的とI;て外気取り入れ趣を増やし、袷温水機の燃料消費量を低減する。

刃Iﾌ1ﾉ況灯j６%Ｆｗ４ｂ首p塵への課弘献を腕止して空調負荷を低減し、冷温水機の燃料消費量を低減す入る．

軍ｂ向い塗煙議乙戸乞史勃９つにめたり、鮫も筒効率なｱﾓﾙﾌｧｽ変圧器を導入し、受変電設備の電力ﾛｽ低減する＿
温室効果ガスの

排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）

(19）年度
.(二酸化炭素換算）．

目標年度（計画）

(22）年度
(二酸化炭素換算）

増減率
(計画）

報胃年度．(実頴）
(22）年度

(二酸化炭素換算）

増減率

(実績）

3.375.0ｔ 3,257.0ｔ -3.5％ 3,438.6ｔ １．９％ 

ｔ ｔ ⑨ノ
グロ ｔ ％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ００ 

JＣ 

＊】 3.375.0ｔ ＊２ 3,257.0ｔ -3.5％ ＊１ ３４３８．６ｔ 1.9％ 
－－餌〒、ェ嘩巫吻豚シ０－÷｡。ｗｏ己ＣＤ、詩し、lUZuJ秤Ｉｒ趣かp；I少してきたか、

標を遮成できなくなった．CO2削減に対する努力は純緯しているが．2010年度からｸ．
し、ｴﾈﾙｷﾞｰ原単位、［02原単位共に悪化する納果となった．このあたりにつ(bては、

Z010年度に巫乗親桐砿大のためI=大きく空iit斑墹加となったた的、大輔Iﾆｴﾈ114.-僅ｉｉｉ風が地加Ｌ・脳曉的にＩ１
ｊｔ．（樵）のI工墹が傘下に入I｣・こり分のｴﾈ１６ｷｰiIF憐鼠が19m（た．また、’'二脆品11の禍IjlUtが大さ逗迩化
生産量の換節方法を検討していく必浬がある．

原単位当たりの

温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

型１
二酸化炭素換算

生産量(千本）
二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 墹減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実績）

5.342 5．１５６ -3.5％ 6.450 20.7％ 

％ 
iキ

％ 

今後予測される、エネルキ
０ 

‐原単位の良くない製品群のｴﾈﾙｷｻﾞｰ原単位をいかに改善するかが鍵になってくる。
その他の地球温
暖化対策による
温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）
取組通等 (二酸化炭素換算）

(整備面積） hａ (吸収駐） ｔ 

(利用、） I、》 (削減趾） ｔ 

(充電凪） kwｈ (削減獄） ｔ 

(熱供給戯） GＪ (削減風） ｔ 

(購入趾） kwｈ (削減趾） ｔ 

(購入戯） ｔ (削減戯） ｔ 

＊３ ｔ 

報告年度（実績）
取組職等 (_も酸化賎擢換算）

(腱備面稲） hａ (吸収随） ｔ 

(利用趾） I、； (削減風） ｔ 

(充電獄） kwｈ (削減風） ｔ 

(熱供給趣） GＪ (削減壁） ｔ 

(鯛入風） kwｈ (削減1it） ｔ 

(購入､t） ｔ (削減lik） ｔ 

＊５ 
ｔ 

差引排出量

(排出合計一削減等合計）

基準年度（実績）

＊１3,375.0ｔ 

目標年度（計画）

'02110313.257.0ｔ 

増減率（計画）

-3.5％ 

報告年度（実績）

IｵlｌＩｏ５０ 3.438.6ｔ 

増減率（実績）

１．９％ 
地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

特記事項


